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※スマートネットワークロボットを除き、別途間接経費（直接経費の３０％を上限 ）を配分。

戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）

プログラム名 対象とする研究開発課題
研究開発経費※

（年度当たりの上限額）
研究開発期間 備考

重点領域型研究開発

(スマートネットワークロボット)
人の動きをセンシングしたり、脳情報から人の感情や潜在意識等を把

握することにより、スマートフォンやロボットを通じて、人の心に寄り添うコ
ミュニケーションを実現することで、少子高齢化社会等への対応及び新た
なイノベーション創出を推進するための研究開発課題。

フェーズⅡ： １億円 最長２か年度

（ICTイノベーション創出型）
国として今後取り組むべき現時点の課題を分類及び整理した「研究開

発戦略マップ」において、イノベーションを創出する独創性や新規性に富
む研究開発課題。

フェーズⅠ： ５００万円
フェーズⅡ： ３,０００万円

フェーズⅠ：１か年度
フェーズⅡ：最長２か年度

新規公募は平成27
年度で終了（先進的通信アプリケーション開発型）

①タイプⅠ： 民間企業による新世代ネットワークの機能を用いた大規模
な検証を必要とする先進的な通信アプリケーションの研究開発課題。

②タイプⅡ： 大学や中小企業等が提案する新世代ネットワークの機能を
用いた先進的な通信アプリケーションの研究開発課題。

①４,０００万円

②フェーズⅠ： １,０００万円
フェーズⅡ： ４,０００万円

①１か年度

②フェーズⅠ：１か年度
フェーズⅡ：１か年度

若手ICT研究者等育
成型研究開発

ＩＣＴ分野の研究者として次世代を担う若手人材を育成することや中小
企業の斬新な技術を発掘するために、若手研究者又は中小企業の研究
者が提案する研究開発課題。

フェーズⅠ： ３００万円
フェーズⅡ： １,０００万円

フェーズⅠ：１か年度
フェーズⅡ：最長２か年度

若手研究者（39歳以
下等）、または中小
企業研究者

電波有効利用促進型
研究開発

（先進的電波有効利用型）
電波の有効利用に資する先進的かつ独創的な研究開発課題。

フェーズⅠ： ５００万円
フェーズⅡ： ３,０００万円

フェーズⅡへの提案
も募集

（若手ワイヤレス研究者等育成型）
若手研究者又は中小企業の研究者が提案する電波の有効利用に資す

る先進的かつ独創的な研究開発課題。

フェーズⅠ： ３００万円
フェーズⅡ： １,０００万円

若手研究者（39歳以
下等）、または中小
企業研究者

地域ICT振興型
研究開発

地域に密着した大学や地域の中小・中堅企業等が実施する、地域固有
の社会的・経済的課題の解決や地域社会・経済活動の活性化に寄与す
る研究開発課題。

フェーズⅠ： ３００万円
フェーズⅡ： １,０００万円

国際標準獲得型研究
開発

我が国の国際競争力の向上を図るため、外国政府との合意に基づき実
施する国際共同研究を推進する研究開発課題。

外国政府との
合意による

外国政府との
合意による

異能(Inno)vation
ICT分野において、破壊的な地球規模の価値創造を生み出すために、大
いなる可能性がある奇想天外で野心的な技術課題に挑戦する独創的な
人材を支援。

１件あたり上限３００万円
(外部民間企業に運営委託)

１か年
業務実施機関にて
公募・採択

平成２７年度予算額 ２４．２億円（電波利用料財源４．６億円を含む）
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【平成27年度実施プログラム一覧】

② 競争的資金


























